
地域包括支援センター（佐屋小学校区・佐屋西小学校区の方） ☎（55）7117
佐屋苑地域包括支援センター（市江小学校区・永和小学校区の方） ☎（32）1999
市社協地域包括支援センター（立田・八開地区の方） ☎（37）5333
地域包括支援センターサブセンター（佐織地区の方） ☎（25）5300

『基本チェックリスト』ご回答のお願い『基本チェックリスト』ご回答のお願い

高齢福祉課　☎（55）7117

　市では、満 75歳（昭和 17年度生まれ）の方（事業対象者、要支援・要介護認定者を除く）を対象に「基本チェックリスト」を
送付しましたので、ご回答およびご返送の協力をお願いします。
　「基本チェックリスト」とは、厚生労働省が作成した 25項目の質問により、高齢者に起こりやすい足腰の衰えや栄養の偏り
など、日常生活に必要な生活機能の低下がないかをチェックし、介護予防に取り組む必要性が高いと思われる方を見つける
ためのものです。
　要介護状態となることを予防し、いきいきと自立した日常生活を続けるためにも「介護予防」について考えてみませんか。
　ご回答いただいた「基本チェックリスト」の判定結果により、介護予防事業への参加が望ましい方には介護予防事業をご案
内します。
　65歳以上の方で「基本チェックリスト」を希望される方は、市ホームページで検索していただくか、下記へお問い合わせく
ださい。

平成30年度　愛西市一般介護予防事業

●脳若トレーニング教室は、高齢福祉課 がＪＡあいち海部に事業委託をして開催しています。
　参加ご希望の方は、ＪＡあいち海部北部営農センター　☎(28)6848 までご連絡ください。
※お申し込みの時点で定員に達している場合は、お断りすることがあります。
●日程や会場などは都合により変更することがあります。
●愛西市に暴風警報が発令されている場合は中止となります。

教
室
の
風
景

タブレット型コンピューター(iPad)を使い、
講師の指導のもと仲間と一緒に「脳を鍛える」
ことが目的の教室です。
【対 象 者】 市内在住の65歳以上の方
【費　　用】 無料
【実施回数】 月2回（2時間）

ＪＡあいち海部　永和支店　　 ( 火 ) 午後 1時 30分～ 3時 30分

ＪＡあいち海部　佐織支店　　　(水 ) 午前 9時 30分～ 11時 30分

ＪＡあいち海部　立田支店　　　(水 ) 午後 1時 30分～ 3時 30分
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指定緊急避難場所と指定避難所を確認しましょう
防災安全課　☎（55）7130

災害時の避難行動の流れ

　東日本大震災では、切迫した災害の危険から逃れるための避難場所と、避難生活を送るための避難所が必ずしも明確
に区別されておらず、被害拡大の一因ともなりました。そこで、洪水や浸水・津波など異常な現象の種類ごとに、災害
の危険から緊急に逃れるための「指定緊急避難場所」と、被災者が一定期間滞在するための「指定避難所」をあらかじめ指
定しました。

　災害が発生し、または発生するおそれがある場合にその危険から逃れるための避難場所として、安全性などの一定の
基準を満たす施設または場所（※）
　命を守るために一時的に避難する場所です。災害のおそれがなくなった後、自宅が被災し生活できない場合は、被災
していない指定避難所へ移動することになります。
（※）市洪水ハザードマップや市地震ハザードマップに示しています。想定浸水深や建物の耐震性、構造、道路幅員などを基準としています。

　「一番近い避難所」が「すべての災害において真っ先に向かうべき避難場所」であると思っていませんか。災害発生時に
向かうべき避難場所は、自分たちに起こりうる危険性の種類や度合い、自宅の建っている条件や家族構成などによって
異なります。（お住まいの地域ごとに指定緊急避難場所・指定避難所は限定していません。）
　災害時は、状況に応じて危険な箇所を避け、もっとも安全に避難できるようにしましょう。また、避難の際には、特
別な理由がない限り、車の利用を控えてください。なお、自主的に避難する場合は、事前に市役所に連絡してください。
そのときの避難施設をお伝えします（市では、自主避難者に非常食・毛布などを支給しませんので、必ず各自で準備して
ください）。

　災害の危険性がなくなるまで、避難者が滞在したり、自宅が被災し戻れなくなった被災者が一定期間避難生活を送っ
たりする施設です。

１ 指定緊急避難場所とは

３ 大切な命を守るための避難を考えてみましょう

４ 私たちのまちの指定緊急避難場所・指定避難所

２ 指定避難所とは

　災害の種類によって身の安全を確保することのできる避難場所は異なります。（状況によっては、自宅や職場にとどま
ることが安全な場合もあります。）
　また、自宅などが被災した場合には、避難した「避難場所」から被災していない小中学校の体育館や市の施設などの「避
難所」に移り、避難生活を送ることになります。

「指定緊急避難場所」は災害の種別ごとに異なります。
※1　一時的な集合場所（公園等）が地域で決められている場合もあります。
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